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JR山手線 目白駅から 徒歩 約15分／バス 約5分

　    都営バス（学05） 「日本女子大学行き」 （直行）
                 ｢目白駅前｣（2）乗車   ｢日本女子大前｣（4）下車

　    都営バス（白 61） 「新宿駅西口」行き、または ｢椿山荘｣行
                 ｢目白駅前｣（1・3）乗車   ｢日本女子大前｣（5）下車

東京メトロ副都心線 ｢雑司が谷｣駅 （3番出口）  徒歩 約8分

東京メトロ有楽町線 ｢護国寺｣駅 （4番出口）  徒歩 約10分

　

奈
良
時
代
、
天
平
十
八
年
六
月
、『
万
葉
集
』
を
代
表
す
る

歌
人
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
者
と
も
推
測
さ
れ
る
大
伴
家
持
が

越
中
国
（
富
山
県
）
に
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
は
、
当
時

の
都
と
地
方
と
の
繋
が
り
を
考
え
さ
せ
る
重
要
な
出
来
事
で

し
た
。 『
万
葉
集
』
は
奈
良
の
都
を
中
心
に
広
く
日
本
の
各
地

域
の
歌
を
掲
載
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
越
中
国
は
、

都
以
外
の
他
の
地
域
に
比
べ
て
、
そ
こ
で
の
勝
れ
た
作
品
群

の
存
在
が
突
出
し
て
い
ま
す
。 

越
中
国
の
自
然
の
美
し
さ
に

魅
せ
ら
れ
た
家
持
は
、
今
日
「
越
中
万
葉
」
と
も
呼
び
慣
わ
さ

れ
て
い
る
歌
世
界
を
構
築
し
、
日
本
文
学
史
に
残
る
地
方
を

舞
台
と
し
た
作
品
群
を
開
花
さ
せ
ま
し
た
。

　

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
は
、
越
中
国
守
大
伴
家
持
ゆ
か
り
の

高
岡
市
に
よ
っ
て
、
万
葉
情
報
の
全
国
発
信
基
地
と
し
て
平

成
二
年
十
月
に
開
館
し
た
研
究
施
設
で
す
。 『
万
葉
集
』
を
専

門
と
す
る
日
本
で
最
初
の
研
究
施
設
で
、
学
術
研
究
と
一
般

市
民
へ
の
啓
蒙
と
を
二
つ
の
柱
に
し
て
活
動
を
続
け
、
家
持

の
越
中
に
お
け
る
足
跡
の
研
究
を
始
め
、
そ
の
後
の
『
万
葉

集
』
研
究
を
支
援
す
る
重
要
な
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。 『
万

葉
集
』を
含
む
上
代
文
学
関
係
の
学
会
の
開
催
へ
の
協
力
、
上

代
文
学
の
専
門
家
を
招
聘
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
夏
季
セ

ミ
ナ
ー
、
研
究
書
籍
の
刊
行
に
加
え
て
、
図
書
室
に
は
『
万
葉

集
』
関
連
の
書
籍
・
論
文
を
ほ
ぼ
網
羅
し
、
研
究
者
・
学
生
へ

の
便
宜
を
図
っ
て
い
ま
す
。 
博
物
館
と
し
て
も
学
芸
員
の
育

成
に
寄
与
し
、本
学
の
学
生
も
実
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
末
、
北
陸
新
幹
線
の
金
沢
延
伸
に
よ
っ
て
首
都
圏

と
越
中
国
（
富
山
県
）
と
の
距
離
は
か
な
り
縮
ま
る
と
予
測
さ

れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
時
期
的
な
意
義
も
あ
っ
て
、
高
岡
市
万

葉
歴
史
館
と
共
催
で
、
首
都
圏
に
属
す
る
本
学
に
お
い
て
、

「
家
持
が
見
た
万
葉
の
世
界—

大
和
か
ら
越
中
へ—

」
と
題
し

て
、
都
（
大
和
）
と
越
中
の
双
方
に
視
点
を
お
い
た
展
示
を
行

う
と
共
に
、
都
人
家
持
が
見
た
越
中
の
世
界
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。 「
都
と
地
方
」
と
い
う
『
万
葉
集
』
に

関
連
す
る
主
題
の
も
と
、『
万
葉
集
』
研
究
が
今
日
的
意
義
を

持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

右  

金
沢
文
庫
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万
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集
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万
葉
集
栂
尾
類
切
［
部
分
］

（
高
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史
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）

左から　高岡市万葉歴史館外観／大伴家持像（原型：米治一）／巻子本万葉集／越中国庁址碑（高岡市伏木）

日
本
女
子
大
学
学
術
交
流
企
画   

展
示
・
講
演
会

共
催　

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
／
日
本
女
子
大
学
文
学
部
・
日
本
女
子
大
学
文
学
研
究
科

協
力　

高
岡
市
観
光
交
流
課

―

大
和
か
ら
越
中
へ―

大
伴
家
持
が
見
た

の
世
界


